
 
 

 

 
 
 
 
 

11.0%

16.9%

10.8%

9.6%

27.6%

39.2%

23.5%

24.7%

42.9%

33.7%

48.2%

50.0%

18.4%

10.2%

17.5%

15.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業時間外に、他の学生と一緒に勉強したり、授業内容を話したりし
た

教職員に学習に関する相談をした

授業課題のために図書館の資料、文献やWeb上の情報を利用した

目的意識を持って授業に出席した

学習行動

１．まったく
しなかった

２．あまり
しなかった

３．ときどき
した

４．ひんぱんに
した

総合政策学部 



 
 

 

 
 
 
 
 
 

3.2%

2.5%

2.6%

3.8%

5.7%

17.1%

24.7%

33.3%

26.1%

37.6%

62.7%

59.5%

51.3%

54.1%

46.5%

17.1%

13.3%

12.8%

15.9%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学生が自分の考えや研究を発表する

授業中に学生同士が議論をする

教員と学生の双方向の授業（質疑、応答）

社会や将来の仕事と結びついた授業

調査データを活用した課題解決に向けた授業

学習機会

１．まったく
なかった

２．あまり
なかった

３．ときどき
あった

４．ひんぱんに
あった

総合政策学部 



 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.1%

8.7%

29.2%

34.2%

41.0%

40.4%

21.7%

16.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門科目

一般科目

学びの興味・関心

１．あまり
なかった

2. 1～2割ほど
あった

3. 3～4割ほど
あった

4. 5割以上
あった

総合政策学部 



 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

5.3%

4.6%

8.6%

2.6%

16.4%

12.5%

25.7%

14.5%

53.9%

46.7%

42.8%

45.4%

24.3%

36.2%

23.0%

37.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ 専門教育または所属学科の授業

Ｂ．ゼミや研究室などの教育内容

Ｃ．課外活動

Ｄ．大学での経験全般

成長実感

１．思わない 2. あまり
そう思わない

3. やや
そう思う

4. 思う

総合政策学部 



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.7%

3.1%

12.4%

11.8%

8.1%

22.4%

55.9%

46.3%

46.6%

28.6%

42.5%

18.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教員との人間関係

友人との人間関係

課外活動

人間関係 課外活動 満足度

１．まったく
満足していない

2. あまり
満足していない

3. やや
満足している

4. とても
満足している

総合政策学部 



 
 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

3.1%

3.1%

3.1%

5.6%

11.2%

13.7%

10.6%

19.4%

23.0%

19.3%

61.5%

49.1%

56.3%

50.9%

49.1%

21.7%

37.3%

21.3%

20.5%

20.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門教育または所属学科の授業

ゼミや研究室などの教育内容

大学が求める水準に応えて学習する

将来の仕事と授業の結びつき

オンライン授業

教育内容 満足度

１．まったく
満足していない

2. あまり
満足していない

3. やや
満足している

4. とても
満足している

総合政策学部 



 
 

 

 

3.3%

10.6%

2.0%

3.9%

4.6%

2.6%

3.3%

8.6%

20.7%

4.0%

6.6%

19.2%

43.0%

14.6%

23.0%

41.1%

21.7%

15.1%

27.0%

36.0%

22.5%

27.2%

65.6%

37.1%

62.3%

52.0%

41.1%

54.6%

61.8%

51.3%

30.7%

57.0%

49.0%

11.9%

9.3%

21.2%

21.1%

13.2%

21.1%

19.7%

13.2%

12.7%

16.6%

17.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

Ａ．文章表現の能力

Ｂ．数理的な能力

Ｃ．社会や経済に関する知識

Ｄ．プレゼンテーション能力

Ｅ．リーダーシップの能力

Ｆ．人間関係を構築する能力

Ｇ．他の人と協力して物事を遂行する能力

Ｈ．コンピュータ操作能力

Ｉ．外国語運用能力

Ｊ．目的を設定し、確実に行動する力

Ｋ．新しい価値を創造する力

卒業時の知識・能力

１．まったく
身につかなかった

2. あまり
身につかなかった

3. 身についた 4. 十分
身についた

総合政策学部 



 
 

 

 

 
 
 
 

1.0%

3.0%

3.0%

2.0%

13.9%

15.8%

29.7%

19.8%

21.8%

21.8%

66.3%

67.3%

50.5%

59.4%

56.4%

55.4%

19.8%

16.8%

18.8%

17.8%

18.8%

20.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ．多角的視野

Ｂ．幅広い教養

Ｃ．問題解決能力と国際的な
コミュニケーション能力

Ｄ．ビジネスベーシックスキル

Ｅ．ライフデザインスキル

Ｆ．学際性の軸となる専門的な知識

ディプロマ・ポリシーに定められた学修成果

１．まったく
身につかなかった

2. あまり
身につかなかった

3. 身についた 4. 十分
身についた

総合政策学部 



 
総 評：総合政策学部 
 
 アンケート結果からは、本アンケートに回答した卒業生諸君は、学びや学生生活において、やや不完全燃焼のまま卒業していった様子が読み取れる。
その背景には、コロナウイルス感染症の感染拡大があり、3 年時より講義の大半がオンラインとなったことで、理想とした学生生活からかけ離れてしま
ったことが大きな要因として認められよう。 
 学習行動として「教職員に学習に関する相談をした」学生が 43.9％（前年度【以下（）内同じ】61.1％）であったほか、課外活動での成長を感じた学
生が 55.8％（60.3％）に下がるなど、コロナ禍に翻弄された学生たちの姿が見て取れる。 
そのいっぽうで「教員と学生の双方向の授業」は 64.1％（59.5）％が肯定的に捉えているほか、「ゼミや研究室などの教育内容」で 86.4％（68.3％）、「教
員との人間関係」では 84.5％（79.3％）の学生が満足している。かかる結果は、コロナ禍において、ゼミが対面形式で実施されたことはもとより、各教
員が個別に講義方法を検討し工夫したアウトカムであると自負している。 
 ディプロマ・ポリシーに定められた学修成果については、「多角的視野」86.1％（71.4％）、「幅広い教養」84.1％（72.2％）、「問題解決能力と国際的な
コミュニケーション能力」69.3％（67.7％）、「ビジネスベーシックスキル」77.8％（65.9％）、「ライフデザインスキル 
」75.2％、（63.5％）「学際性の軸となる専門的な知識」は 75.7％（63.5％）となっており、すべての項目で前年を上回っている。卒業時の知識・能力で
は、「外国語運用能力」が 43.4％（43.6％）、「数理的な能力」46.4％（45.2％）とやや数値が低いものの、「文章表現の能力」77.5％（69.0％）、「コンピュ
ータ操作能力」は 64.5％（54.7％）など大幅にポイントが伸びた項目もあり、引き続き、総合的なビジネスリテラシーの習得を目指すべく授業改善に努
めていきたい。 
 例年実施している、学部長と学生の懇談会において、学修や大学生活についての意見交換が行われている。継続的に学生との意見交換を進めつつ、教
員もまた FDで研鑽しながら、より良い講義が提供できる努力を行っていきたい。 


